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Saijyo Hayate

　「目標の全国優勝には届かなかった
けど、仲間と野球ができたことに価値
があります」と笑顔で語る２人。これか
らも、いつも笑い合える「常笑軍団」は、
全国の頂点を目指して突き進む。

　「自分が理想とするレースができず悔
しさもありますが、世界の舞台を経験で
きたことは大きな財産になりました」と
前を向く千葉さん。世界を相手に堂々と
戦い抜いた。今回の経験を今後の競技生
活に生かし、さらなる飛躍を目指す。

　「全国の舞台で入賞という結果を残せたことに、
大きな喜びと達成感を感じています」と笑顔を見
せる佐藤さん。８月23日に鳥取県米子市で開催さ
れた「第56回全国中学校バドミントン大会」男子ダ
ブルスで、全国３位に輝いた。
　佐藤さんは、４人の兄の影響で６歳からバドミ
ントンを始めた。１学年下の後輩と組んだ今大会。
思うように勝てない時期もあったが、日々の練習
で工夫を重ね、少しずつ連携を深めてきた。迎えた
全国の舞台。独特の緊張感が漂う中、「自分たちの
力を出し切り絶対に上位入賞する」という強い気
持ちでコートに立った。試合中２人で声をかけ合
い、粘り強くシャトルを追い続け、見事表彰台に上
がった。中学校生活の最後に素晴らしい成果を収
めた佐藤さんは、「高校でも１年生から活躍できる
ように、まずはしっかり体づくりに取り組み、一日
一日の練習を大切に頑張りたい」と、さらなる高み
へと羽ばたく。

　「できることは全てやり尽くしたので、正直優勝
以外は考えていませんでしたが、決まった瞬間は
やっぱりうれしさが一番にこみ上げてきました」
と白い歯を見せる。
第104回全日本ローイング選手権大会が６月４

から７日まで、海の森水上競技場（東京都江東区）
で開催され、津山町出身の西條さんが軽量級男子
ダブルスカルで優勝を果たした。
　ボートとの出会いは高校生の時。小、中学校と、
別の競技に打ち込んできたが、進学した佐沼高校
の部活動紹介で「初心者でも日本一になれる」とい
う言葉に引かれ、これまで身近ではなかった頂点
を本気で目指したいと思った。高校３年生の時に
全国高等学校選抜ボート大会への出場を果たし、
「ベストを尽くせば全国でも通用する」という手応
えを感じた。高校で引退するつもりだったが、「ま
だやり切れていない」という思いから、大学でも競
技を継続することを決意。東海大学に進学し、日本
一になるという強い決意を胸に、少数精鋭ながら
長い歴史を持つ名門ボート部の門をたたいた。
　大学１、２年生の頃はシングルスカルを中心に
好成績を残すも、メダルには一歩届かなかった。３

年生となり、同級生とペアを結成して軽量級男子
ダブルスカルで全国準優勝を獲得。喜びと同時に、
あと一歩で優勝を逃した悔しさから翌年のリベン
ジを誓った。基礎から徹底的に鍛え直し、２人の動
きを合わせることや持久力を高めることを意識し
ながら、ストイックに練習と体づくりに打ち込ん
だ。迎えた本番、予選では序盤から首位を譲らず、
トップで通過。決勝では、中盤でライバルに並ばれ
るも、焦らず自分たちのペースを貫き、最後は一気
に差を広げ、栄冠をつかみ取った。西條さんは当時
を振り返り、「自分以上に監督やコーチ、大学関係
者、家族のみんなが喜んでくれたのが何よりもう
れしかったです」と笑みを浮かべる。大学としても
38年ぶりの金メダル。学生生活の集大成として日
本一を達成し、これまで支えてくれた周囲の人た
ちへ、最高の形で恩返しを果たすことができた。
　これまでのけがの影響もあり、大学卒業を機に
現役を引退する。「今後のことはまだ決まっていま
せんが、指導者などの形でボートに関わり続け、日
本のボート界に貢献できたらうれしいです」と次
世代の育成に意欲を見せる。まっすぐに未来を見
据え、次のステージへと歩みを進める。
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　準々決勝に進出でき、ベストを尽くせた大会でし
た。３年生はそれぞれの進路へ、２年生は全国選抜に
向けて躍進します。今後の活躍に乞うご期待‼

Zoom Up Tome 2026 Special

　全国の選手と同じ舞台で競技することができ、こ
れまでの練習の成果を試す貴重な経験になりまし
た。この経験を誇りに、これからも失敗を恐れず、さ
まざまなことに挑戦していきたいです。

　さまざまな風に対応でき
るようにイメージトレーニン
グして挑みました。入賞まで
あと一歩で後悔もあります
が、全力を出し切りました。

今出せる力を全て出し
切って内容の濃い試合がで
きました。これから、もっと
レベルアップできるよう努
力を続けます。

全国レベルの素晴らしい演奏の中、緊張もありましたが、自分たちらしく明るく素直な音楽を届けられまし
た。今後も、日頃から支援をいただいている皆さんへの感謝の気持ちを忘れず、音楽活動に励んでいきます。

　思うようにいかない場面や悔しい場面もありまし
たが、最後まで仲間と声をかけ合いながら戦うこと
ができました。レベルの高いチームとの試合で得た
経験を生かし、精一杯プレーしていきたいです。

納得のいく結果ではありませんでしたが、自分の
出せる最大限の力で挑みました。他の選手の動きを
見て学んだので、来年に向けて磨きをかけます。

昼休みや放課後、自宅での練習を続けて大会に挑
みました。部活動で培った集中力や努力する力、継続
する力を今後の生活に生かしていきます。

勝ち上がっていくチームを見て、いつか自分たち
も上位で活躍したいと感じました。目標の「日本一」
になるため、毎日の稽古を大切にして頑張ります。

　全員初めての全国大会でしたが、他校との交流も
あり、世界が広がって良い経験になりました。来年も
それぞれタイムを縮められるように頑張ります。

　チーム一丸となり、勝つことを目標に頑張りまし
た。これからも、チーム全員で「力戦奮闘」を心に、常に
上位に立てるよう日々の練習を大切に努力します。
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Zoom Up Tome 2026 Special

　自己ベストには届きませ
んでしたが、最後まで一射
一射丁寧に射ることができ
ました。次の大会に向けて
日々精進していきます。

　全国大会は、どのチームも闘志が表れていて、練習に取り組む姿勢やレベルの高
い野球、守備など多くのことを学ぶ良い経験になりました。高校野球ではさらに球
速が求められるため、努力を続けて高校でも精一杯頑張ります。

　全国大会の団体ではベスト16でした。もっと上に行
けると実感できたからこそ、あと一歩届かなかったこ
とがすごく悔しかったです。ここまで頑張ることがで
きたのはいつも支えてくれる皆さんのおかげです。感
謝の気持ちを忘れずこれからも努力していきます。

お手本をよく観察して練
習を重ねました。これから
も字の美しさに磨きをか
け、高校を卒業するまでに、
より大きな賞が取れるよう
に頑張っていきます。

初めてのインターハイ出場で、新たな経験がたく
さんできました。来年も出場を目指して部員全員で
良い所を伸ばし、お互いにアドバイスを交わしなが
ら高め合っていきます。

　得意な技を生かし、最後まで諦めずに戦うことがで
きました。これからもいろいろな大会があるので、一生
懸命練習を頑張って良い成績を残せるようにします。

　大会では、それぞれが自分らしく試合に挑めたので
良い経験になりました。これからも個人の技術向上に
向けて日々練習に励み、強みを増やしていきます。

　文化部にとって目指すべ
き舞台に立てたことを心よ
り光栄に思います。開会式で
は県代表で決意表明を発表
し貴重な経験となりました。

　高校最後の大会だったの
で、一つ一つの技のレベル
を上げる練習をしました。
力を出し切れたので後悔の
ない試合ができました。

　決勝リーグまで進むことが
できましたが、今の自分に満
足せずに、仲間と共に日々の
練習を頑張ります。

　スタミナが無いので、大会
に向けて体力強化からやり直
しました。当日は思ったよう
な動きができなくて悔しかっ
たですが、来年こそは上位入
賞を目指して頑張ります。

　全少に出場するために家で
も練習しました。全国大会は、
今までにないくらい緊張して
思い通りにできませんでした
が、次の大会でも代表になれ
るように頑張ります。

大会に向けて、相四つの
相手だけでなく、けんか四
つの相手の組手対策とラ
ンニングを頑張りました。
全国大会の経験を生かし、
もっと強くなりたいです。

　大会前にけがをしまし
たが手術とリハビリを乗
り越え出場しました。こ
の経験を糧にさらに成長
できるよう頑張ります。
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す
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を
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か
、問
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　収集車やごみ処理施設での火災を防止するため、リ
サイクルステーションでの回収に加え、新たに各総合
支所でも小型充電式電池の回収を開始しました。
　小型充電式電池は、強い衝撃で発火する危険性があ
り、指定ごみ袋に入れると火災の原因になります。
　安全に処理するため、ルールを守って回収ボックス
に出してください。詳しくは、問い合わせください。

小型充電式電池（リチウム・ニカド・ニッケ
ル）、モバイルバッテリー
※家庭で使用した小型充電式電池

各総合支所
金属端子を

テープなどで絶縁処理し
てから回収ボックスへ
※膨張したものは危険な
ため、クリーンセンター
にお持ちください
【 環境事業所
廃棄物対策課（廃棄物対
策係）
☎0225（98）4372
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令
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８
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度
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催
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２
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み
つ
ば

号
／
小
野
寺
正ま

さ

人と

（
迫
町
）▼
４
区

（
高
等
登
録
群
）＝
１
席
／
登
米
和

牛
育
種
組
合
ら
む
ね
号
／
チ
バ
ズ

フ
ァ
ー
ム（
迫
町
）、す
ぷ
ら
い
と
号

／
チ
バ
ズ
フ
ァ
ー
ム（
迫
町
）

中
躯
賞
＝
登
米
和
牛

育
種
組
合
ら
む
ね
号
／
チ
バ
ズ

フ
ァ
ー
ム（
迫
町
）、す
ぷ
ら
い
と

号
／
チ
バ
ズ
フ
ァ
ー
ム（
迫
町
）

産
業
経
済
部
農
政

課（
畜
産
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

　ペットとより良い関係を築くための実技指導や、し
つけ方の個別相談などを実施します。　

令
和
８
年
９
月
か
ら
実
施
し
て

い
る「
物
価
高
騰
対
応
と
め
子
育

て
応
援
ポ
イ
ン
ト
事
業
」に
つ
い

て
は
、ポ
イ
ン
ト
の「
申
請
期
限
」と

「
利
用
期
限
」を
設
け
て
い
ま
す
。期

限
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、ポ
イ
ン
ト

の
受
け
取
り
や
利
用
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

12
月
31
日（
木
）ま
で

令
和
９
年
１
月
31
日

（
日
）ま
で

※
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
に
必
要
な
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に
は

１
カ
月
半
ほ
ど
の
期
間
を
要
し
ま

す
。申
請
期
限
に
間
に
合
う
よ
う
、

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

※
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
す
る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
ポ
イ
ン
ト
事
業

に
関
す
る
こ
と
＝
福
祉
事
務
所
子

育
て
支
援
課（
子
育
て
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

▼
み
や
ぎ
ポ
イ
ン
ト
・
ア
プ
リ
に

関
す
る
こ
と
＝
み
や
ぎ
ポ
イ
ン
ト

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
６
５
５
）０
６
７

石
ﾉ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と
記
念

館
で
は
、第
75
回
特
別
企
画
展「
佐

武
と
市
捕
物
控
と
時
代
劇
の
世
界

展
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

石
ﾉ
森
章
太
郎
自
身
が
最
も
愛

し
た
作
品
の
一
つ
と
し
て
知
ら

れ
、本
展
で
は
、江
戸
情
緒
あ
ふ
れ

る
複
製
原
画
を
は
じ
め
、ア
ニ
メ

版
資
料
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

９
月
12
日（
土
）〜
令
和
９

年
１
月
24
日（
日
）

※
令
和
９
年
１
月
24
日（
日
）に
小

野
寺
丈じ

ょ
う

さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＆
メ

モ
リ
ア
ル
デ
ー
を
開
催
し
ま
す

大
人
７
０
０
円
、中
高

生
５
０
０
円
、小
学
生
２
０
０
円

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
す
る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

石
ﾉ
森
章
太
郎
ふ

る
さ
と
記
念
館

☎
０
２
２
０（
３
５
）１
０
９
９

※上靴を持参してください

▶飼い犬（中型まで）同伴＝各会場７組（１世帯
当たり１組まで。未受講者優先となります）
▶聴講＝各20人まで

日本警察犬協会公認訓練士　松本 章
あきら

 氏
実技指導やしつけ方の個別相談など
無料

電話、ファクシミリまたは電子メール（住
所、氏名、電話番号、受講会場、参加人数、犬の名前、犬
の改善したい点と、「マナー
アップ講座受講希望」と明記
してください）

各開催日の３日
前（ただし、募集定員になり
次第締め切りとなります）

市民
生活部環境課（生活環境係）
☎ 0220（58）5553
0220（58）3345

死kankyo@city.tome.
miyagi.jp

☎

vol .2
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普段見られないクリーンセンターの施設内や焼却までの一連の
流れを見学し、参加者は意識を新たにしました。

　「クリーンセンター施設見学会」が９月８日に開か
れ、21人が参加しました。
　見学会は、本市のごみ処理の現状や正しい分別方法
を広く周知することを目的に開催。参加者は、施設の設
備やごみ処理の状況を見学した後、ごみの分別方法の
説明を聞き、ごみの減量や再資源化について理解を深
めました。参加した飯塚盛

さかり

さん＝中田町野元＝は「ごみ
処理の現場を直に見ることで、減量や正しい分別の必
要性をより意識することができました。モバイルバッ
テリーや資源ごみの出し方など、今日から気を付けて
いきたいです」と感想を話していました。

今年初めて設けられた忍者ランドで「技みがきジャンプ」を体験
する子どもたち。忍者になった気分で楽しく過ごしました。

　「第15回登米市こどもまつり」が９月27日、水の里ホ
ール・Abebisouで開催され、約1,100人が来場しました。
　こどもまつりは、体験と交流を通して、子どもたちの
健やかな成長を願い実施。童謡コンサートやマジック
ショー、ボランティア団体による読み聞かせのほか、折
り紙作りや忍者ランド、おさがり広場など、家族みんな
で楽しめるさまざまなイベントブースが設けられ、大
勢の親子連れでにぎわいました。小林玄

げん

汰
た

さん（６）＝
迫町山の上＝は「コンサートを見てから、キーホルダー
を作りました。コンサートでは、ネコの歌をみんなで一
緒に歌って楽しかったです」と話していました。

材料を混ぜながらクリーム作りを体験する参加者。自然の恵み
を生かした、肌と環境に優しいミツロウクリームができました。

　「登米市環境出前講座」（佐沼地区コミュニティ推進
協議会、市共催）が９月６日、迫公民館で開かれ、27人が
参加しました。
　講座は、宮城県環境教育リーダーの森佳

か

代
よ

子
こ

さん（合
同会社もものわ）を講師に迎えて開催。参加者は、ニホ
ンミツバチの生態や人間との関わり、生物多様性など
を学んだ後、ミツロウを使ったクリーム作りを体験し
て自然に対する意識を高めました。家族で参加した八
島慶

けい

さん（９）＝迫町鉄砲丁＝は「ミツロウクリーム作
りがすごく楽しかったです。リップクリームにもなるの
で毎日使いたいと思います」と笑顔で話しました。

華やかな衣装に身を包んだキャストらが、笑顔を輝かせ、全身で
物語を表現。終演後、客席から惜しみない拍手が送られました。

　劇団ドリーム☆キッズ第24回ミュージカル公演「も
～いいかい？も～いいよ♪ ―いちばん星の約束―」
は９月13、14の両日、水の里ホール・Abebisouで開催さ
れ、２日間で延べ848人が来場しました。
　公演は、小中高生ら団員31人に、準キャスト・卒団生
を加えた総勢39人が出演。ダブル主演の熊谷綾

あや

乃
の

さん
（17）＝米山町追土地＝と佐藤美

み

空
そら

さん（14）＝米山町中
埣＝は「役の気持ちや関係性を意識しながら、みんなで
稽古を頑張りました。見た人に勇気や元気を届けられ
るようにと全力で演じたので、伝わっていればうれし
いです」と感想を話していました。

無数の糸が舞い散る迫力の演出と緊迫感あふれる登米謡曲会に
よる「土蜘蛛」の演技に、観客は息をのんで見入っていました。

　「登米秋まつり」（登米秋まつり協賛会主催）が９月
19、20の両日、登米町内で開かれました。
　秋まつりは、県指定無形民俗文化財に指定され、1675
（延宝３）年から始まったとされる伝統行事。伝統の山
車が町内を練り歩いたほか、神

み こ し と ぎ ょ

輿渡御や神楽演舞など
が催されました。19日の夜に開催された登米薪

たきぎ

能
の う

（とよ
ま振興公社主催）では、森舞台の完成30周年を記念し、
当時設計を担当したとめふるさと大使の隈研

けん

吾
ご

さんが
駆け付けて、火入れの儀へ参加。かがり火が揺らめく
中、25年ぶりとなる「土

つち

蜘
ぐ

蛛
も

」が演能され、観客は幽玄の
世界へと引き込まれていました。

真剣な表情で応急救護訓練に取り組む参加者。家庭にあるもの
を活用して、骨折したときなどの応急処置を体験しました。

　「登米市総合防災訓練」が９月12日、錦織公民館と東
和総合運動公園を会場に開催され、自主防災組織や関
係機関などから250人が参加しました。
　防災訓練は、「地震と山火事」の複合災害を想定し、地
域の防災力向上と、市民の防災への関心を高め、被害を
最小化することを目的に開催。安否確認情報の伝達や
避難所開設、応急救護、山火事対応などの訓練が行われ
ました。小野寺公

こう

一
い ち

さん＝東和町米川10区＝は「昨年
度、自主防災組織で危険個所のマップを作りました。日
頃から災害に備え、いざという時は地域内で助け合う
ようにしたいです」と決意を新たにしていました。
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愛嬌たっぷりで、周り
を自然と笑顔にしてま
す。これからもたくさ
んの人に愛されながら
成長してほしいです。

ハイハイでの探索が大
好きな遥陽。できるこ
とがたくさん増えたね。
これからもすくすく大
きくな～れ！

寝返りをマスターして
から毎日コロコロ。も
う離乳食も開始。いっ
ぱい食べて遊んで大き
くなってね！

　私の将来の夢は消防士になることです。消防
士を目指すようになったきっかけは、小学生の
頃から人に頼られるような仕事がしたいと思っ
ていたからです。また、２人のおじさんが消防士
をしているということもあり、興味を持つよう
になりました。あるとき私は、おじさんから消防
士という職業について話を聞く機会があり、「こ
の仕事は、人を助けることに深く関わるとても
大切な職業だな」と改めて実感しました。
　消防士になるためには、周りの人と協力する
力や、周りをよく見て冷静に判断する力、そして
体力が必要になってくると思います。私は小学
１年生の頃からずっとフットサルを続けている
ので、消防士になったら、フットサルで鍛えた体
力や周りと協力する力を最大限に発揮して頑張
りたいです。これからも消防士になるための努
力を続け、今のうちからもっとこの職業につい
て詳しく学び、たくさん運動する習慣も大事に
しながら、体も心も鍛えていきます。

いつもにこにこ笑って
癒しをくれるパパとマ
マの宝物。これからも
健康にすくすく育ちま
すように。

右の二次元コードを読み込み、申請してください
※申込状況により、掲載まで数カ月かかる場合があります

総務部市長公室（広報広聴係）　☎ 0220（22）2090

結婚式の日が大雨だったんだけど、今も仲
良くやってるから「雨降って地固まる」だね。

農業のことを分からないまま嫁いでき
たけど、優しく教えてもらったから助かったの。

仕事のほかに議員や農協の理事とかもし
ていて家を空けることが多かったから、家庭を
支えてくれた妻に感謝してるんだ。恥ずかしく
て本人に直接言ったことはないんだけどね。

あまり旅行はしなかったけど、息子の野
球の応援で全国大会に連れて行ってもらった
の。試合の度にうれしさや悔しさを子どもたち
と共感できた思い出は今でも宝物だね。

★
高校野球が好きで妻と観戦に行くんだ。こ

れからも頑張る高校球児を応援したいね。
孫たちと話すことが楽しみなの。いつま

でも成長を見守っていたいね。

　花を生けながら、画面の向こうの誰かと話す。そんな時
間が、私の日常になりました。
　登米市の花屋から届けるライブ配信では、全国の人と
コメントや通話で言葉を交わし、一緒に花を仕上げてい
ます。完成した花だけでなく、作る時間も分かち合ってい
ます。地元のお店から相談を受けた花を紹介すると、遠く
の人も同じ花を選んでくださいました。登米の日常が、誰
かの暮らしにつながることがうれしいです。
　地域で花に触れる時間や、地域情報を伝える紙の「月刊
氏家純」を手渡すつながりも大切にしています。日々の出
来事や気持ちをＡＩに日誌として伝え、対話から生まれ
た案を実際に試しながら、皆さんが花の写真を持ち寄れ
るサイト作りにも取り組んでいます。
　住む場所は違っても、花を楽しむ時間を重ねれば、身近
になれると感じます。登米が「一緒に花を楽しむ人がいる
まち」として、誰かの日常にそっと寄り添う場所になれば
と願い、今日も花を発信しています。



1617 2026.11

困
り
ご
と
の
共
有
や
、制
度

や
支
援
情
報
の
交
換
、自
由
交
流

無
料

宮
城

県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
２
１
２
）３
３
５
１

●

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
、タ
ッ
チ
ケ
ア
＆
マ
マ

ス
ト
レ
ッ
チ

11
月
18
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

豊
里
こ
ど
も
園

☎
０
２
２
５（
２
５
）７
５
４
５

11
月
17
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
、

妊
娠
・
出
産
に
よ
る
体
調
や
気
持

ち
の
変
化
に
つ
い
て
、着
替
え
や

お
む
つ
交
換
な
ど

11
月
25
日（
水
）午
前
10
時

●
自
分
の
人
生
で
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
や
、望
む
医
療
や
ケ
ア
に

つ
い
て
、事
前
に
考
え
家
族
や
信

頼
で
き
る
人
と
話
し
合
い
、共
有

す
る
こ
と
を「
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）」と

い
い
、愛
称
と
し
て「
人
生
会
議
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、厚
生
労

働
省
は
毎
年
11
月
30
日
を「
人
生

会
議
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。こ

れ
は「
い
い
み
と
り
・
み
と
ら
れ
」

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
た
日
で

す
。「
も
し
も
」の
時
の
た
め
の
話

し
合
い
は
、決
し
て
暗
い
も
の
で

は
な
く
、今
を
ど
う
生
き
る
か
、何

を
大
切
に
し
て
い
る
か
を
確
認
す

る
前
向
き
な
取
り
組
み
で
す
。心

身
の
状
態
に
応
じ
て
意
思
は
変
化

す
る
た
め
、繰
り
返
し
話
し
合
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

本
市
で
は
、家
族
等
に
伝
え
た

㊐
☎ ☎

㊋
（祝） ☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊊
（祝） ☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉

☎

◉

☎

◉

☎

☎

30
分
〜
４
時

市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
大

会
議
室

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
修
了
者25

人（
先
着
順
）

10
月
26
日（
月
）福

祉

事
務
所
長
寿
介
護
課（
地
域
包
括

支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　
　

精
神
の
障
が
い
や
病
気
が
あ

る
人
の
家
族
と
し
て
適
切
な
接
し

方
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
を
学
び
、適
切
な
目
標
や
治
療
に

結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

11
月
19
日（
木
）午
前
10
時

〜
正
午

市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
大

会
議
室

障
が
い
、ま
た
は
病
気

が
あ
る
人
の
家
族

精
神
障
が
い
者
の
家
族
と

し
て
で
き
る
こ
と
、で
き
な
い
こ

と
に
つ
い
て

11
月
５
日（
木
）福

祉

事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
が
い
福

祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

て
ん
か
ん
に
つ
い
て
、暮
ら
し

の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、

日
々
の
工
夫
、
困
り
ご
と
な
ど

を
、ゆ
っ
く
り
お
話
し
し
て
み
ま

せ
ん
か
。同
じ
立
場
の
人
や
ご
家

族
、支
援
者
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、

少
し
気
持
ち
が
軽
く
な
る
時
間
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

11
月
10
日（
火
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

】迫
公
民
館
１
階
研
修
室

て
ん
か
ん
の
患
者
・
家

族
・
支
援
者

☎

】11
月
10
日（
火
）

お
住
ま
い
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
要
事
前
予
約
）

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

認
知
症
の
人
や
、そ
の
家
族
の
応

援
者
で
あ
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、地
域
で

実
践
的
に
活
動
で
き
る
人
を
養
成

す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
４
日（
水
）午
後
１
時

〜
11
時
45
分（
前
日
ま
で
要
予
約
）

中
田
児
童
館

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

●

子
ど
も
の
病
気
と
予
防
接

種
＆
上
手
な
小
児
科
の
か
か
り
方

＆
タ
ッ
チ
ケ
ア

11
月
４
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

中
田
児
童
館

南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

●
養
育
費
や
親
権
等
の
課
題
解
決

の
た
め
、弁
護
士
に
よ
る
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
17
日（
火
）午
後
１
時

〜
２
時

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

実
施
日
の
前
日
ま
で

※
託
児
不
可

石
巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子・障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

※
そ
の
他
、保
健
所
が
実
施
す
る

相
談
会
な
ど
の
開
催
予
定
に
つ
い

て
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

い
情
報
を
残
す
た
め
の
ノ
ー
ト

「
未
来
の
私
と
家
族
へ
〜
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
〜
」を
発
行
し

て
い
ま
す
。エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、福
祉

事
務
所
長
寿
介
護
課
ま
た
は
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

11
月
17
日（
火
）午
前
10
時

※
１
件
当
た
り
40
分

市
役
所
南
方
庁
舎
１
階

㊊

㊋

㊌

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

➊

➋

➌

☎

高
等
学
校
卒
業
ま
た

は
同
等
以
上
の
経
験
を
持
つ
と
認

め
ら
れ
、か
つ
確
定
申
告
相
談
な

ど
の
業
務
経
験
が
通
算
１
年
以
上

あ
る
人

10
月
30
日（
金
）（
郵

送
の
場
合
は
必
着
）

▼
１
次
考
査
＝
書
類

審
査
▼
２
次
考
査
＝
面
接
考
査

（
11
月
実
施
）

総
務

部
人
事
課（
人
事
研
修
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

４
市
町
合
同
婚
活
イ
ベ
ン
ト

「
お
見
合
い
ト
ラ
ベ
ル
in
一
関
・
平

泉
」を
開
催
し
ま
す
。２
日
間
の
貸

無
料

※
団
体
で「
お
は
な
し
会
」に
参
加

す
る
場
合
は
予
約
が
必
要
で
す

※
最
終
日
の
午
後
２
時
15
分
か
ら

お
楽
し
み
抽
選
会
を
開
催
し
ま
す

迫
図
書
館
白
鳥

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
爽
陽

☎
０
２
２
０（
２
２
）９
８
２
０

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
、適
切
に
応
急
手
当
を
す
る
こ

と
で
一
人
で
も
多
く
の
人
の
命
を

救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
切
な

命
を
救
う
た
め
、講
習
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

11
月
22
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階

切
バ
ス
ツ
ア
ー
で
自
然
な
交
流
を

楽
し
み
な
が
ら
、じ
っ
く
り
縁
を

深
め
ま
せ
ん
か
。

12
月
12
日（
土
）、13
日

（
日
）

岩
手
県
一
関
市
内
お
よ

び
平
泉
町
内

25
歳
〜
45
歳
の
独
身

男
女（
イ
ベ
ン
ト
当
日
時
点
）

※
男
性
は
登
米
市
、栗
原
市
、一
関

市
、平
泉
町
の
い
ず
れ
か
に
在
住

の
人
、女
性
は
居
住
地
制
限
な
し

男
女
各
25
人
程
度（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

１
万
１
千
円（
食
事
代
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
代
・
現
地
移
動

費
込
み
）

12
月
２
日（
水
）

「
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
Ｉ
ト
ラ

ベ
ル
」公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
申
し

込
み
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
地
域
交
通
・
交
流

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

市
内
高
校
生
に
企
業
概
要
等
を

説
明
し
、卒
業
後
の
就
職
に
つ
な

げ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
参
加
企
業
を

募
集
し
ま
す
。

令
和
９
年
１
月
19
日（
火
）

エ
ス
ビ
ー
食
品
と
よ
ま
蔵

ジ
ア
ム（
登
米
総
合
体
育
館
）

11
月
11
日（
水
）

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
企
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

●

11
月
14
日（
土
）

10
月
26
日（
月
）
〜

11
月
6
日（
金
）▼

高
等
学
校
等
を
卒

業
し
た
人
ま
た
は
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人
▼

髙
倉
勝
子
氏
の
教
え
の
流
れ
を

く
む
緑
彩
会
会
員
の
日
本
画
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

11
月
11
日（
水
）〜
23
日

（
月
・
祝
）髙

倉
勝
子
美
術
館
桜
小
路

大
人
２
０
０
円
、高
校
生

１
５
０
円
、小
・
中
学
生
１
０
０
円

髙
倉
勝
子
美
術
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

市
内
の
伝
承
芸
能
保
存
団
体
や

小
中
学
生
に
よ
る
公
演
を
、ぜ
ひ

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

11
月
29
日（
日
）午
前
10
時

50
分
〜
午
後
３
時

豊
里
公
民
館
中
ホ
ー
ル

無
料

教
育
委
員
会
教
育

部
文
化
財
文
化
振
興
課（
文
化
財

文
化
振
興
係
）

☎
0
2
2
0（
3
4
）2
3
3
2

「
た
ん
ぽ
ぽ
て
ん
し
」（
竹
下
文

子
／
文
、
岡
田
千
晶
／
絵
）、「
恐

竜
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
と
マ
イ
プ
」

（
黒
川
み
つ
ひ
ろ
／
作
・
絵
）の
原

画
を
展
示
し
ま
す
。昨
年
出
版
さ

れ
た
子
ど
も
の
本
の
展
示
や
、お

は
な
し
会
も
開
催
し
ま
す
。

11
月
11
日（
水
）〜
14
日

（
土
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
初
日
は
午
前
10
時
30
分
開
場
、

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

（
登
米
祝
祭
劇
場
）小
ホ
ー
ル

大
会
議
室心

肺
蘇
生
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
方
法
、止
血
法
な
ど

無
料30

人（
先
着
順
、中
学

生
以
上
）

11
月
１
日（
日
）〜
15

日（
日
）

電
話
申
し
込
み

※
再
講
習
を
希
望
す
る
人
も
併
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す

消
防

署（
救
急
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

住
民
税
な
ど
の
申
告
相
談
業
務

に
従
事
す
る
任
期
付
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

10
人
程
度

令
和
９
年
１
月
４
日（
月
）

〜
３
月
31
日（
水
）

就
業
経
験
の
あ
る
人（
雇
用
形
態

は
問
わ
な
い
）

１
万
８
千
円

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

入
試
試
験
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い

東
北
職
業
能
力
開

発
大
学
校
学
務
課

☎
０
２
２
８（
２
２
）６
６
１
４

☎

▶

▶

▶

☎
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で
す

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
D
X
推
進
室（
D
X
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
６
７

　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
）で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
お
よ
び
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
は
、水
質
基
準
項
目
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。市
は
、令

和
３
年
度
か
ら
原
水（
浄
水
処
理

を
す
る
前
の
水
）お
よ
び
浄
水
の

水
質
検
査
を
定
期
的
に
実
施
し
て

き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
に
、原
水

お
よ
び
浄
水
で
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
お
よ
び

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、安
心
し
て
水

道
水
を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
定
量

下
限
値（
１
㍑
当
た
り
５
㌨
㌘
）未

満
）。今
後
も
継
続
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

お
よ
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
検
査
を
実
施

し
、水
質
管
理
を
徹
底
し
て
い
き

ま
す
。

上
下
水
道
部
水
道

施
設
課（
浄
水
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
２

後
５
時（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

は
休
業
）

環
境
事
業
所
衛
生

セ
ン
タ
ー（
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
２
５
４

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
操
作

な
ど
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
と
、個
別

相
談
会
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

11
月
２
日（
月
）〜
30
日

（
月
）▼
セ
ミ
ナ
ー
➊
午
後
１
時
15

分
➋
２
時
15
分（
各
45
分
）▼
個
別

相
談
➊
午
前
11
時
15
分
➋
午
後
３

時
15
分（
各
45
分
）

※
３
日
、５
日
、11
日
、23
日
お
よ

び
金
・
土
・
日
曜
日
を
除
く

▼
月
・
木
曜
日
＝
ウ
ジ
エ

ス
ー
パ
ー
佐
沼
本
店
駐
車
場
▼
火

曜
日
＝
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
中
津
山

店
駐
車
場
▼
水
曜
日
＝
ウ
ジ
エ

ス
ー
パ
ー
中
田
店
駐
車
場

※
専
用
車
両
内

▼
セ
ミ
ナ
ー
＝
各
回
３
人

▼
個
別
相
談
＝
各
回
３
人

無
料実

施
日
の
前
日
午
後

５
時
ま
で
要
予
約

☎
０
８
０
０（
１
１
１
）９
４
４
２

（
受
付
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
本
事
業
は
、市
が
民
間
事
業
者

へ
の
委
託
に
よ
り
実
施
す
る
も
の

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

わ
れ
て
お
り
、暮
ら
し
を
支
え
る

大
切
な
財
源
で
す
。

　

県
と
市
町
村
は
、税
金
を
公
平

に
収
め
て
い
た
だ
く
た
め
、11
、12

月
を「
宮
城
一
斉
滞
納
整
理
強
化

月
間
」と
し
て
、滞
納
者
に
対
す
る

徴
収
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　

期
間
中
、滞
納
者
に
対
し
、文
書

催
告
や
勤
務
先
、取
引
先
な
ど
へ

の
財
産
調
査
、自
宅
な
ど
の
捜
索
、

預
貯
金
、給
与
、不
動
産
な
ど
の

差
し
押
さ
え
、自
動
車
の
タ
イ
ヤ

ロ
ッ
ク
な
ど
徴
収
対
策
を
集
中
し

て
実
施
し
ま
す
。税
金
は
納
期
限

ま
で
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
県
東
部
県
税
事

務
所
登
米
地
域
事
務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
４

▼
宮
城
県
総
務
部
税
務
課（
納
税

班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
３
２
６

▼
総
務
部
税
務
課（
徴
収
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　
「
ｅ
Ｌ
お
支
払
サ
イ
ト
」は
、納

付
書
に
印
刷
さ
れ
た
二
次
元
コ
ー

ド
な
ど
を
使
い
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
市
税
を
支
払
う

こ
と
が
で
き
る
サ
イ
ト
で
す
。支

払
い
は
、現
金
、口
座
振
替
、ス
マ

ホ
決
済
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど

　

心
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
仕
事

と
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
第

一
歩
で
す
。メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を

テ
ー
マ
に
、自
分
ら
し
く
働
き
続
け

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

11
月
10
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
大

会
議
室

無
料

50
人（
先
着
順
）

10
月
30
日（
金
）

左
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い

市
民

生
活
部
市
民
生
活
課（
市
民
総
務

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

税
金
は
、教
育
、保
健
衛
生
、上

下
水
道
、産
業
、警
察
、消
防
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使

㊐

◉

☎

㊋ ◉

☎

㊏
◉

☎

㊐

◉

☎

㊏
◉

☎

㊐

◉

☎

㊐
◉

☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊊
◉

☎

㊏
◉

☎

㊐

◉

☎

☎

が
利
用
可
能
で
す
。

市
税（
個
人
市
県
民

税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、水
利

地
益
税
）

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い総務

部
税
務
課

（
納
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、し
尿
や

浄
化
槽
汚
泥
な
ど
を
浄
化
処
理
し

た
沈
殿
物
か
ら
、炭
化
肥
料「
タ
ン

ピ
く
ん
」を
製
造
し
販
売
し
て
い

ま
す
。浄
化
後
の
沈
殿
物
を
、約

８
０
０
℃
の
高
温
で
炭
化
・
殺
菌

し
ま
す
の
で
臭
い
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。粒
状
で
扱
い
や
す
く
、

リ
ン
酸
が
多
く
含
ま
れ
、特
に
果

菜
類
や
花
木
類
に
効
果
が
あ
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

窒
素
２
・
５
％
、リ
ン

酸
10
・
０
％
、カ
リ
ウ
ム
０
・
５
％

１
袋（
15
㌔
㌘
）

３
０
０
円（
税
込
）

午
前
８
時
30
分
〜
午

　

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
の

枝
葉
は
、事
故
を
招
く
原
因
に
な

る
こ
と
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

こ
れ
ら
が
原
因
で
交
通
事
故
な

ど
が
起
き
た
場
合
は
、樹
木
が
生

え
て
い
る
土
地
の
所
有
者
が
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、伐
採
や
枝
払
い
を
す
る

な
ど
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

0220-23-8688下田中53番地8
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ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
８
月
受
納
分
）

●
医
療
法
人
社
団
恭
謹
会
上
杉
皮

膚
科
医
院
様
／
図
書
５
０
０
冊

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

（令和８年９月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ８ Ｒ７ 増減数

人身事故
発生件数 55件 38件 17件

死者数 0人 0人 0人

負傷者数 82人 50人 32人

物損事故
発生件数 1,035件 967件 68件

※Ｒ８年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

（令和８年９月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,785 9,034 9,442 18,476 （▲25）

登米 1,725 1,961 2,130 4,091 （▲9）

東和 2,131 2,474 2,508 4,982 （▲9）

中田 5,330 7,038 7,199 14,237 （▲18）

豊里 2,154 2,808 2,893 5,701 （▲10）

米山 2,747 3,807 3,862 7,669 （▲9）

石越 1,443 1,989 1,961 3,950 （▲3）

南方 2,739 3,700 3,878 7,578 （▲8）

津山 1,076 1,249 1,383 2,632 （▲5）

合計 27,130 34,060 35,256 69,316 （▲96）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

が
、不
当
要
求
等
に
関
す
る
困
り

ご
と
に
つ
い
て
何
で
も
相
談
に
応

じ
ま
す
。秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
安
心
し
て
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
24
日（
火
）午
後
１
時

〜
４
時

迫
公
民
館
２
階
小
会
議
室

▼
宮
城
県
暴
力
団

追
放
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
２
１
５
）５
０
５
０

▼
宮
城
県
警
察
本
部
組
織
犯
罪
対

策
第
一
課

県
東
部
教
育
事
務

所（
教
育
学
事
班
）

☎
０
２
２
５（
９
５
）７
０
９
６

　

民
事
介
入
暴
力
担
当
等
弁
護
士

や
宮
城
県
警
察
本
部
警
察
官
等

☎
０
２
２（
２
２
２
）８
９
３
０

11
月
24
日（
火
）、午
前
９

時
30
分
、11
時
、午
後
１
時
30
分
、

３
時（
要
電
話
予
約
）

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

無
料

障
害
者

就
業・生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

➊
11
月
10
日（
火
）➋
24
日

（
火
）／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０（
１
８
９
）７
８
３

▼
24
時
間
子
供
S
O
S
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０（
０
）７
８
３
１
０

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
家
庭
児
童
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

　
「
１
８
９
」は
、児
童
虐
待
か
も

し
れ
な
い
と
思
っ
た
時
な
ど
に
児

童
相
談
所
に
通
告
・
相
談
が
で
き

る
全
国
共
通
の
電
話
番
号
で
す
。

「
１
８
９
」に
か
け
る
と
近
く
の
児

童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。通

告
・
相
談
は
匿
名
で
す
る
こ
と
が

で
き
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

福
祉
事
務
所
子
育

通
法
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
」青
切
符

制
度
の
導
入
な
ど
、佐
沼
警
察
署

の
職
員
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。日
頃
の
疑
問
を
解
消
し
、安

全
に
自
転
車
に
乗
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

※
聴
覚
障
が
い
に
関
連
し
た
個
別

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す

▼
宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー（
み
み
サ
ポ
み
や
ぎ
）

☎
０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
１

０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

11
月
７
日（
土
）午
前
10
時

〜
正
午

県
石
巻
合
同
庁
舎

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
▼
教
員
免
許
を
所
持
し
て
い

る
人（
取
得
見
込
み
を
含
む
）▼
以

前
教
職
に
就
い
て
い
た
人
▼
教
職

経
験
は
な
い
が
講
師
と
し
て
の
勤

務
を
考
え
て
い
る
人

講
話
、動
画
視
聴
、講
師
の

待
遇
・
登
録
方
法
、教
員
免
許
状
な

ど
の
説
明
、個
別
相
談（
希
望
者
）

県
東
部
教
育
事
務
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）か
ら
送
ら
れ
る
武
力

攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
確
実
に

皆
さ
ん
に
伝
え
る
た
め
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
と
市
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
、市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
情
報
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

※
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
放
送
は
、

音
量
つ
ま
み
の
設
定
に
か
か
わ
ら

ず
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す

※
災
害
発
生
な
ど
に
よ
り
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

11
月
11
日（
水
）午
前
11
時

総
務
部
防
災
危
機

対
策
室（
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
９
３

　

仙
台
塩
釜
港
を
メ
イ
ン
会
場
に

県
内
で
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
す
。本

市
は
後
方
支
援
隊
訓
練
の
宿
営
地

の
た
め
、全
国
各
地
か
ら
多
数
の
消

防
車
両
と
消
防
職
員
が
集
合
し
ま

す
。訓
練
は
参
観
可
能
な
会
場
も
あ

り
ま
す
の
で
、詳
細
は
県
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

11
月
14
日（
土
）、15
日

（
日
）

▼
長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
ト

ヨ
テ
ツ
の
丘「
多
目
的
広
場
」▼
ト

ラ
イ
デ
ン
ト
な
か
だ
ア
リ
ー
ナ

宮
城
県
復
興
・
危

機
管
理
部
消
防
課
訓
練
班

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
２
６
８

　

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
を

支
援
す
る
た
め
、み
や
ぎ
結
婚
支

援
セ
ン
タ
ー「
み
や
マ
リ
！
」の
出

張
登
録
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
14
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
５
時

迫
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室

「
み
や
マ
リ
！
」公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
お
よ
び

入
会
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い

11
月
12
日（
木
）

１
万
１
千
円（
２
年
間

有
効
・
20
代
の
人
は
５
５
０
０
円
）

※
必
要
書
類
な
ど
、詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

み
や
ぎ
結
婚
支
援

セ
ン
タ
ー「
み
や
マ
リ
！
」

☎
０
２
２（
７
９
７
）３
０
８
３

11
月
30
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
大

会
議
室「

こ
れ
は
違
反
？
道
路
交

➊
東
郷
公
民
館
➋
森
公
民

館

無
料

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、本
来
大

人
が
担
う
と
想
定
さ
れ
て
い
る
家

事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的

に
し
て
い
る
子
ど
も
や
若
者
の
こ
と

で
す
。責
任
や
負
担
の
重
さ
に
よ

り
、学
業
や
友
人
関
係
な
ど
に
影

響
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。自

分
が「
家
族
の
こ
と
に
精
一杯
で
つ
ら

い
」と
感
じ
た
り
、身
近
に
気
に
か

か
る
子
ど
も
や
若
者
が
い
た
ら
、一

人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

て
支
援
課（
家
庭
児
童
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

11
月
５
日（
木
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分▼

中
田
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
▼
米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
▼
津
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

登
米
市
社
会
福
祉

協
議
会

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
３
１
０

11
月
27
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

柳
渕
勝し

ょ
う

一い
ち（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

生
活
者
支
援
給
付
金
を
受
け
取

る
人
＝
対
象
者
に
は
、日
本
年

金
機
構
か
ら
９
月
１
日
以
降

に
、請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
ま
す
。同
封
の
は

が
き（
請
求
書
）に
記
入
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
▼
年
金
を
受
給

し
始
め
る
人
＝
年
金
の
請
求
手

続
き
と
併
せ
て
年
金
事
務
所
か

各
総
合
支
所
市
民
課
で
請
求
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

▼
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
）４
０
９
２

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

は
、公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ

の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
額

以
下
の
、年
金
受
給
者
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
に
、年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す
。受
け
取
り
に
は
請
求
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。ご
案
内

や
事
務
手
続
き
は
、日
本
年
金

機
構（
年
金
事
務
所
）が
実
施
し

ま
す
。

▼
新
た
に
年
金



（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://plus.sugumail.com/usr/tome/home

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam

編

集

後

記

▼
全
国
大
会
等
に
出
場
し
た
学

生
を
取
材
し
ま
し
た
。市
内
に

は
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍

す
る
学
生
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。何
か
に
夢
中
に
な
っ
て
真

剣
に
取
り
組
む
姿
を
見
る
と
、

私
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。夢

や
目
標
に
向
か
う
皆
さ
ん
を
、

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
応
援
し

て
い
き
た
い
で
す
。（
森
田
）

▼
そ
の
便
利
さ
か
ら
、つ
い
購

入
し
て
し
ま
う
モ
バ
イ
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
。わ
が
家
で
も
昔
買
っ
た

バ
ッ
テ
リ
ー
の
存
在
を
思
い
出

し
、ふ
と
引
き
出
し
か
ら
取
り

出
す
と
、２
倍
ほ
ど
の
厚
み
に
膨

張
し
て
い
ま
し
た
。も
し
こ
の
ま

ま
気
付
か
ず
発
火
し
て
い
た
ら

…
。各
総
合
支
所
で
の
回
収
も

始
ま
り
ま
し
た
の
で
、今
一
度
、

各
ご
家
庭
で
確
認
を
。（
添
田
）

▼「
広
報
担
当
者
は
流
行
に
敏

感
で
あ
れ
」と
は
言
い
ま
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ま
で
敏
感
に

キ
ャ
ッ
チ
し
て
し
ま
う
と
は
想

定
外
で
し
た
。数
日
間
高
熱
に

う
な
さ
れ
、よ
う
や
く
外
へ
一

歩
出
る
と
、そ
こ
に
は
す
っ
か

り
秋
の
空
気
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。皆
さ
ん
は
、何
で
も
か
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　「表彰台に登れたのは、周囲の理解とたくさんの
支えのおかげです。感謝してもしきれません」と、
満面の笑みを浮かべる。６月20、21の両日、埼玉
県上尾市内で開かれた「2026年日本ベテランズ
国際柔道大会」で、女子個人の部と団体の部の両方
で金メダルを獲得した。
　柔道との出会いは小学６年生の時。見学したス
ポ少でその楽しさに目覚め、小・中・高・大学と柔道
漬けの生活を送ってきた。柔道部顧問だった恩師
への憧れから、大学卒業後は教員の道へと進み、柔
道と関わりながら日々を過ごしてきた。
　昨年の夏、米山中柔道部の顧問だった岩渕さん
は、部員の全国大会出場に同行。指導者としての目
標を一つかなえたと感じる一方で「自分も競技者

としてもう一度挑戦したい」という思いが胸中に
こみ上げ、大会への出場を決意した。今大会に向け
現役時代の体重まで戻す減量に挑戦。家族の食事
作りや学校での給食指導もある中での減量はつ
らく、仕事の合間を縫っての練習も決して楽では
なかったが、家族や職場、生徒たちの応援もあり、
諦めず乗り越えることができた。迎えた大会当日、
久々に味わう実戦の緊張感を楽しみながら、得意
の内股を武器にトーナメントを勝ち進み、冷静な
試合運びで見事２冠を達成することができた。
　「こんな私でもできたので、『自分も何かやって
みるか～』と挑戦する人が増えたらうれしいです」
と照れくさそうに笑う。岩渕さんが踏み出した一
歩は、誰かの背中を押す道しるべとなるはずだ。


